2.4.3. 教育活動概要 (2.4. データベースシステム学講座, 2. 教育研究活動報告) by unknown
Journal of Faculty of Software and Information Science 2010 
48 
2.4.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
大橋 健介 
 
アンドロイド端末を利用した家電向けリモコンの提案 
多くの家電製品はリモコンによる操作が可能であり，全ての操作がボタンに割り振られている．
しかし，上肢障害者にとってボタンによる操作は非常に難しいと言える．障害者向けのリモコ
ンとしてボタンを大きくしたものがあるが，棒などを使用するため障害者にとって使用し辛い
と言える．本研究では，上肢障害者が難なく使用できるよう足で直感的に操作するリモコンを
提案する．  
川崎 葵 
 
フレグランスのにおいの検索方式の効率化と購入支援システムの開発 
近年，五感のいずれかを用いたデータベース検索の中で，嗅覚を用いた検索に関する研究が活
発化している．しかしそれらの中で，においサンプルの対象をフレグランスに特化し，ユーザ
のニーズに応じて柔軟に検索できる方式は存在しない．著者らの研究グループでは，ユーザの
ニーズに応じて多種多様なにおいを検索可能な方式の開発に取り組んでいる．具体的には，フ
レグランスのにおいを名詞と感性値を用いてデータベース化し，検索する方式を開発している
2)．本稿では，これまでの検索方式を更に改良して効率化を目指す．そして，試作システムを
用いた評価実験を通じて，その有用性を示す． 
熊谷 彩夏 
 
AVMデータのリアルタイムでのマイニングを導入した，タクシーの待ち/流し位置レコメンデー
ション 
現在，タクシー会社で導入されているシステムには，GPSを用いて配車室が車両の位置や状況
を管理する AVM(Automa-tic Vehicle Monitoring; 自動車両位置管理)システムがある．しかし，
これは主に「電話注文」での配車を支援しており，「待ち」/「流し」の支援は充分とは言えな
い．著者らはこれまで，過去の実車記録を分析し，実車が期待できる待ち/流し位置を乗務員へ
レコメンドし，有用との評価を得ている 1)．本稿では，過去の実車記録に加え，現在の状況を
AVMシステムから取得して融合し，リアルタイムで最適な待ち/流し位置のレコメンデーション
を行う．そして顧客の効率的な確保，利益の拡充を目指す． 
清水畑 朋子 FeliCa乗車券と降車バス停情報によるバスの遅延に対応した観光案内システム 
地方都市では地下鉄などの交通網があまり発達していないため，観光にはバスが利用されるこ
とが多い．しかし，観光客のような土地勘のない人にとってはバス停やバスに関する情報が分
かりにくく利用が難しい．また，バスの本数が少ない場合や雨や雪の影響で遅延が発生した場
合に対処しにくく，観光のスケジュールにも大きく影響が出る．そこで FeliCa乗車券を利用し
た観光客に対して動的に変化する観光案内を配信することで，バスを利用した観光の効率化を
図ろうと考えた．観光スポットや近隣のバス停の情報のほか，バスロケーションシステムを使
用しリアルタイムのバスの位置情報を配信することでバスを待つ無駄な時間を省こうと考え
た． 
田中 直樹 
 
Web文書への主観的評価を融合する Web2.0型検索エンジンの開発 
従来，Web文書の検索結果の順位は，Googleの場合の PageRankを代表として，「Web文書の被
リンク数」や「Web文書内でのタグ構造の正当性，あらわれる単語等の情報」から，客観的か
つ機械的に決定されている 1).しかしながら，自身の Web文書の順位を少しでも上げるべく，
検索エンジン最適化(SEO)の取り組みが活発化しており，ユーザが真に必要とする情報へ辿り着
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くことが容易とは言えない状況になっている.著者らの研究グループではこれまで，従来手法の
客観的かつ機械的な順位付けへ，各 Web 文書の主観的な評価を融合する方式を提案している. 
本稿では本方式を盛り込んだ Web2.0型検索エンジンを開発する. 
松田 直子 
 
コーヒーのにおいと味を考慮した検索方式と購入支援システムの開発 
近年，視覚/聴覚などの五感のいずれかを用いたデータベース検索の中で，嗅覚/味覚を用いた
研究が活発化している．著者らはこれまで，微妙な差異の表現が必要であるコーヒーのにおい
に焦点を絞り，名詞と感性語を組み合わせた，柔軟に検索条件を指定できる検索方式を提案し
ている 1)．本稿では，においに加えて味も考慮し，所望のコーヒーをより効率的に検索できる
方式を提案する．そして，試作システムを用いた評価実験により，その有用性を示す． 
三矢 慶子 
 
コーディネーション相談システムの提案 
現在，電話で友達に服装のコーディネーションに関して相談しようとすると，実物を相手に見
せることが出来ないので，大まかなイメージを口頭で伝えるしかない．パソコンとインターネ
ットを利用した場合には，メールで洋服の写真を送った後で電話あるいはメールで相談しなけ
ればならない．これらの方法では，複数のアイテム(洋服，帽子など)の組合せを相談すること
が難しい．本研究ではアイテムを「かわいい」，「かっこいい」といった感性語で分類し，「ア
ウター」，「インナー」，「ボトムス」別に複数候補の中から選択して，コーディネーション
を視覚的に友達と相談できるシステムを提案する．また，使い勝手について実験評価を行った
結果についても示す． 
斎藤 慎弥 
 
インターナショナルドライビングシミュレータ ―シミュレータ用道路データ抽出と 3D道路
生成― 
近年，国際化によって海外渡航の機会が増加している．しかし，海外で自動車を運転する場合，
車両の仕様，交通ルールの違いなどによりスムーズな運転を行なうことは難しい．そこで本研
究では，海外の実在道路を表現し，交通ルールを学習可能で，PC上で実現できるドライビング
シミュレータを提案する． 
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(b) 博士(前期)論文概要 
及川 正基 
 
地磁気センサによるスキージャンプ選手のモーションモニタリングシステムの研究 
スキージャンプの競技力を向上させるための一般的な指導方法は，コーチ自身のこれまでの経
験に基づいた勘などを活用して，選手を指導している方法がある．しかし，この指導方法はコ
ーチの指導能力や現役時代の経験に依存し，コーチごとに指導内容が異なる，指導内容が必ず
しも根拠に基づいていないなど科学的とは言いがたいことが多い．これらの問題に対して，我々
は定量的にスキージャンプ選手の動作を計測し，科学的な根拠を基にスキージャンプ競技の指
導を実現する新たなツールを開発している．また，この開発したツールを使用して，選手への
より良いフィードバックの実現を目指している．本研究ではスキージャンプ競技に関して，地
磁気センサを使用して、選手の動作フォームを定量的に求める方法を開発した．その前段階と
して，我々は地磁気センサとジャンプ台と選手の模型を用いて，選手の滑降速度の測定，踏み
切り位置の測定を行った．その結果，地磁気センサが実際のスキージャンプ台での測定に対す
る適用可能性が十分に高いことを確認した．また，スキージャンプ台での測定に向けて，現役
の選手およびコーチからのヒアリングを行った．要求されている測定項目として，アプローチ
開始から踏み切りまでの速度，踏み切り付近での選手の膝と腰の角度の変化，踏み切り位置で
ジャンプした選手の姿勢の傾きであることを確認した．現役選手とコーチの意見を本システム
に取り込み，これらの測定を実現した． 
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(c) 博士(後期)論文概要 
該当無し 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当無し 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Masaki Oikawa, Nobuyoshi Sato, Tsuyoshi Takayama, Yoshitoshi Murata, “Design and Implementation of Ski 
Jumper's Motion Monitor System by Terrestrial Magnetism and Acceleration Sensors”, The 13rd 
International Conference on Network-Based Information Systems, (NBIS2010), pp.78-85. (2010.9) 
2) Yuki Itoga, Yoshitoshi Murata, Tsuyoshi Yakayama, Nobuyoshi Sato, “A Proposal of an Authentication 
Method Based on Personal Difference of Gestures,” Proc. of the 4th IFIP WG 11.11 International Conference 
on Trust Management, pp. 21-24, June 2010 
3) 菊地 慧, 高山 毅, 佐藤 永欣, Goutam Chakraborty, 村田 嘉利, 『コグニティブ無線システムにおける基地局
位置情報提供システム』, 情報処理学会マルチメディア、分散、協調とモバイル(DICOMO2010) シンポジウム, 
pp.171-178. (2010.7) 
4) 及川 正基, 佐藤 永欣, 高山 毅, 村田 嘉利, 『複数の地磁気・加速度センサによるスキージャンプ選手の モ
ーションモニタリングシステムの評価』, 情報処理学会マルチメディア、分散、協調とモバイル(DICOMO2010) シ
ンポジウム, pp.363-371. (2010.7) 
5) 菅原 弘光, 佐藤 永欣, 高山 毅, 村田 嘉利, 『集合知としての走行軌跡により地図を更新するカーナビゲーシ
ョンに おける道路位置推定手法』, 情報処理学会マルチメディア、分散、協調とモバイル(DICOMO2010) シンポ
ジウム, pp.446-454. (2010.7) 
6) 菅原弘光, 佐藤永欣, 高山 毅, 村田嘉利, 『集合知としての走行軌跡による道路位置推定手法の直線道路曲線
道路 における評価』, マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, pp.143-148. (2010.10) 
11) 高島隼也, 高山 毅, 村田嘉利, 佐藤永欣, 加藤大樹, 『レコメンデーションに誘導されやすい顧客を抽出する
吉兆度方式の 効率化』, 情報処理学会第 73回全国大会, 2M-7 (2011.3) 
12) 川崎 葵, 高山 毅, 村田嘉利, 佐藤永欣, 大上 藍, 『フレグランスのにおいの検索方式の効率化と購入支援シ
ステムの開発』, 情報処理学会第 73回全国大会, 5N-6 (2011.3) 
13) 松田直子, 高山 毅, 村田嘉利, 佐藤永欣, 大上 藍, 『コーヒーのにおいと味を考慮した検索方式と購入支援シ
ステムの開発』, 情報処理学会第 73回全国大会, 5N-7 (2011.3) 
14) 田中直樹, 高山 毅, 佐藤永欣, 村田嘉利, 生田脩二, 『Web文書への主観的評価を融合する Web2.0 型検索エン
ジンの開発』, 情報処理学会第 73回全国大会, 2P-4 (2011.3) 
15) 熊谷彩夏, 高山 毅, 佐々木貴済, 佐藤永欣, 村田嘉利, 『AVM データのリアルタイムでのマイニングを導入し
た， タクシーの待ち/流し位置レコメンデーション』, 情報処理学会第 73回全国大会, 3P-1 (2011.3) 
16) 長宝有希, 一戸勇太, 佐藤永欣, 高山 毅, 村田嘉利, 『P2P防犯エリアネットワ-クにおける動体の軌跡に基づ
く 不審者検出方式の実装』, 情報処理学会第 73回全国大会, 5P-8 (2011.3) 
17) 清水畑朋子, 大信田祥代, 佐藤永欣, 高山, 毅, 村田嘉利, 『FeliCa 乗車券と降車バス停情報によるバスの遅
延に対応した 観光案内システム』, 情報処理学会第 73 回全国大会, 3U-1 (2011.3) 
18) 斎藤慎弥, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 『インターナショナルドライビングシミュレータ ―シミュレータ用
道路データ抽出と 3D道路生成―』, 情報処理学会第 73 回全国大会, 6U-2 (2011.3) 
19) 大橋健介, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 小野寺真悦, 『アンドロイド端末を利用した家電向リモコンの提
案』, 情報処理学会第 73回全国大会, 5V-7 (2011.3) 
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20) 三矢慶子, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 稲邉優香, 『コーディネーション相談システムの提案』, 情報処理
学会第 73回全国大会, 1Z-6 (2011.3) 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 熊谷彩夏，情報処理学会第 73 回全国大会，学生奨励賞，『AVM データのリアルタイムでのマイニングを導入し
た， タクシーの待ち/流し位置レコメンデーション』，2011年 3 月 3日 
 
2.4.4. その他の活動 
該当無し 
  
